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はじめに
　金子（2007）はその著「身体知の構造」において，
人間の運動を考えるにあたり，全ての分析は，私自身
の動感形態の分析から始まると考えるべきであり，ま
た，運動主体にありありと感じ取られる（内在経験）
がすべての起点でもあるとしている。ここでいう動感
形態（キネステーゼ）は，客観化され，数値化される
ような自然科学的なアプローチでは解明できないたぐ
いのものであることについては，マイネル（1980）を
鼻祖とするスポーツ運動学において，多くの示唆が
示されてきている。また，竹田（1993）は，どんな生
体においても，「感覚」は物質の因果的秩序に還元さ
れえず，人間の存在をどれほど高度で複雑な機械の
組み合わせと考えても，そこから「意識する」あるい
は「感覚する」という原理は理解されえないと述べ
て，運動のような生の世界を扱う際に，根本的な視線
変更の必要性を説いている。さらに竹田は，メルロ＝
ポンティーが記した近代的心身二元論に対する批判を
次のように簡潔にまとめて示している。「身体」の秩
序を探求する実証主義は，まず，①刺激－反応という
系列から出発し，②知識－認識－反応という系列を呼
びよせ，さらにそれは③意味－了解という系列にゆき
つかざるをえないことになるという。「身体」を厳密
に科学すると，その記述の体系（システム）は，「心
的」な秩序の用語によってしか表現できず，しかし，
心的な構造は，物理・科学的秩序ではなく，いわば
「意味」の秩序としてしか記述できないと述べている。
つまり，了解することは主観的事実であり，どのくら
い了解したのかを数値化し分析することはできないこ
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とを示唆している。例えば，マット運動の後転で，自
分の見えていない背中の方向に身体を倒していくこと
が，どれだけ怖いことなのかを示すことは難しい。ま
た，ボールが身体に当たった時の痛みも，ランク別で
いいあらわすことのできないものであることは明らか
であろう。
　金子によれば，動感形態（キネステーゼ）という語
は，現象学者のフッサールによる，ギリシャ語の「キ
ネーシス」（運動）と「アイステーシス」（感覚）の合
成語であり，「運動感覚」とも訳される。
　谷（2002）は，なにか運動する物体についての感
覚ではなく，それはむしろ，〈私が前に進む〉とか，
もっと具体的には〈私が展望台に登る〉といったよう
な，「私が動く」の感覚であると説明し，さらに一歩
進んで，キネステーゼは自分の運動を感覚しようと意
識する「キネステーゼ意識」に支えられていること，
その運動することによってもたらされる空間的な対象
を認識する感覚もまた，「キネステーゼ意識」に支え
られていると示している。また，谷によるとフッサー
ルは，空間の構成を解明する際，この「キネステー
ゼ意識」によって自我は新たな可能的対象を見ようと
し，自らの運動を介して，その対象を現実に見るので
あり，そこから，新たな可能的対象が指示されていく
ことにより，その空間は拡大していくのだという。さ
らに，この「キネステーゼ意識」の中心的な役割は
「視覚的キネステーゼ意識」と「触覚的キネステーゼ
意識」であり，身体構成にとって「触覚的キネステー
ゼ意識」が重要な役割を果たすという。
　自らの運動感覚を主観的（物をつかもうとする運動
に対する意識），対象を知覚することを客観的（つか
まれる自分の腕に対する認識）とするならば，接触面
ではその両方が生じることになる。接触面は，主観的
でもあり客観的でもあり，身体はこの接触面が綜合さ
れた体系であることになる。身体は，意識的，無意識
的であれその働きと区別がつかないほど主観的である
とともに，一種の物のように客観的であるという二重
性格をもつのは，このような構成によるのだという。
このことから，空間に対する認識は，この自分の身体
を基準にキネステーゼ意識により押し広げられていく
と考えることができよう。
　まさに，フッサール（1965）が記したように「身体
はすべての知覚の媒介手段であり，必然的に居合わせ
ている。」のである。
　このような身体を駆使して行われる人間の運動学習
は，意識的・無意識的であれ，人間の生とともにあ
る。とりわけ，教育機関における教科としての体育の
役割は，知識学習や技能学習といった領域を含んだ
「身体活動」の基本を支える特別な教科であるといえ
る。
　この教科としての体育は，文部科学省の学習指導要
領を大きな柱として，全国各地の学校現場で授業が展
開されている。2008年3月に，学習指導要領（小学校
および中学校）が改定され，2009年度より移行措置が
始まった（文部科学省：小学校学習指導要領，小学校
学習指導要領解説）。今回の改定で，ボール運動・球
技領域は，ゴール型，ネット型，ベースボール型の3
つに戦術学習の観点から分類され，そのゴール型にお
いてフラッグフットボールは，タグラグビーとともに
新しく例として取り上げられることになった。学校
体育の戦術学習における球技教材としてのフラッグ
フットボールの教育的価値はすでに認められており，
多くの小・中学校での実践報告がされている（松元，
2006）。そのゲームの中核的技術は「楕円のボールの
投，捕，それを伴う走」であることは明らかである
が，その技術的運動の学習過程をどのように獲得して
いくのかについては，これまで見過ごされてきたとい
える。アメリカンフットボールやラグビーボールのよ
うな楕円のボールを投げるという動作は，ほぼ未体験
の運動となっているのが現状である。上記にある「キ
ネステーゼ」を獲得する過程において，接触面として
一番器用でなじみやすい手のひらによる操作によるこ
と，空間認識を押し広げていく身体感覚として，体か
ら放たれていく動作を含むことなどを踏まえ，本稿で
は，アメリカンフットボールの投動作に着目をした。
ボールが楕円であるがゆえに，学習者にも運動の出来
栄えが分かりやすいのではないかと推測し，小学４年
生を対象に運動技術の獲得に向けての授業実践を行っ
た。この授業実践を通して，フラッグフットボールの
投動作が持つ教材としての新たな知見を示すことを試
みた。
Ⅰ　研究の背景
１　フラッグフットボールについて
　フラッグフットボールは，アメリカンフットボール
のルールを基に，身体接触を禁じ，安全にできるよう
に工夫されたスポーツ種目である。選手一人一人の
動き方をあらかじめ作戦で決められ，敵の陣地にボー
ルを持ち込むことを目指す。アメリカンフットボール
では相手の前進をタックルすることによって防御する
225
が，フラッグフットボールでは，腰にぶら下げた細長
い旗（フラッグ）を奪うことによってタックルの成立
とみなす。フラッグフットボールと類似した種目とし
て，タッチフットボールがある。タッチフットボール
では，タックルの代わりにボール保持者に両手でタッ
チすることとしている。この両手でのタッチが判断し
にくいために，腰につけたフラッグを取ることとした
のがフラッグフットボールである。
　宗野（2012）によると，その発祥は，第１次大戦ま
でさかのぼり，アメリカンフットボールの激しいタッ
クルが戦時中の米軍の兵士の怪我につながるという理
由から，その防止策として考案された。この頃はア
メリカンフットボールのルールと同じフィールドの
広さ，プレイヤーの数で行われていた。第２次大戦
後，レクリエーショナル・スポーツとして広く一般に
普及し，全米各地で様々なフラッグフットボールの競
技団体が組織され，1950年にはNational Intramural-
recreational Sports Associationが設立，1973年には
National touch Football Leagueが設立され，全米各
地で統一したルールに基づく大会が開催されてきてい
る。
　日本においても戦後に進駐した米軍兵士によりもた
らされた。レクリエーショナル・スポーツとして一般
に普及してくると，より安全に楽しむことができるよ
うに，小さなスペースで，少人数で，ボールも小さく
して扱いやすくするなどの改良がされたという。
　また，宗野は，アメリカンフットボールとフラッグ
フットボールの共通点として，「スクリメージ制」と
「ダウン・アンド・ディスタンス制」をあげている。
「スクリメージ制」とは，プレー開始までボールの位
置を境界面として攻守が完全に分離されていることを
指し，このことで，集まって作戦を確認できるのであ
る。また，「ダウン・アンド・ディスタンス制」は，
ボールの所有権と攻撃権，さらに攻撃を維持するため
に進む距離が明確であることを指し，これにより，作
戦の複雑化がもたらされるようになったと述べてい
る。
　次に相違点として，ボールを前進させる方法とし
て，ランニングプレーとフォワードパスプレーの２種
類に大別されるが，アメリカンフットボールではラン
ニングプレーが主な攻撃であり，フラッグフットボー
ルではフォワードパスプレーが主な攻撃になることを
あげている。
　フラッグフットボールでは，攻撃者はパスを投げる
人（クォータバック）以外は，全員がレシーバーであ
り，自由に走り回ることができることから，それぞれ
の役割分担が明確になる必要があり，攻撃側も守備側
も作戦が必要になるのである。
　前述したように日本においても，学校体育における
戦術学習の球技教材としてフラッグフットボールの教
育的な価値が認められてきていて，多くの小・中学校
での授業実践が行われるようになった。NFLジャパ
ン／全日本フラッグフットボール協会が行った調査に
よれば，当協会の普及プログラム参加が，2007年度末
で，およそ2732校で30万人近い児童・生徒がフラッグ
フットボールを体験しているという。さらに，普及活
動の一環として「全国小学校フラッグフットボール
パッケージプレゼント」（中身として，ボール16個，
腰に巻くフラッグ40本，副読本，DVD指導ガイド）
のキャンペーンを民間企業の協賛も得て実施し，2010
年度に200校，2011年度に330校，2012年度には700校
に寄贈している。このように小学校の体育授業での導
入の機会は著しい増加を見せている。学校現場に対応
するために，小さめのサイズのボールや握りやすい
ボールなどの工夫がなされている。また，アメリカン
フットボールと同様に，攻撃毎の作戦が特に重要であ
ることから，フラッグフットボールは，コミュニケー
ション，リーダーシップ，チームワークなどの心の発
達を促すと同時に，基本的な運動技術である走，投，
捕の練習にも適していて，まさに心身を鍛える運動種
目と考えられているのである。
２　先行研究
　先に記したように，フラッグフットボールの学校現
場への普及活動の中心となっているのが，日本フラッ
グフットボール協会である。その日本フラッグフット
ボール協会と筑波大学との学術提携により，小学校低
学年，中学年，高学年，中学校などの各年代別の授業
モデルがまとめられ，それをもとにさらに指導実践が
日本中で展開されてきている。その教育的側面におい
て，多くの研究が行われている。
　藤木（2011）は，フラッグフットボール協会の示し
た教育的価値を以下のようにまとめている。
・ 前もって，一人一人の役割を決めて攻撃すること
が，得点した時の喜びと達成感をもたらす。
・ 作戦を立てることの重要性が他の球技よりも明白で
あり，対人関係能力を養い高め，献身的な役割をは
たすなどの「チームワーク」を学び，身につけるの
に最適といえる。
・ 仮説→実験→検証，という活動を通して「試行錯
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誤」を繰り返すことで，科学的思考を養う。
・ 他の球技におけるフォーメーションへの「転移」が
期待される。
　これを踏まえて，「楽しくプレーし，仲間と力を合
わせて作戦を作り，遂行する」ことが，児童期に不可
欠な人間的素養の育成に貢献し得る新しい教材である
と述べて，フラッグフットボールの持つ教材の可能性
を示すとともに，作戦にこだわりすぎることで，運動
量が不足することにならないように，授業の進め方に
は工夫が必要であることも示唆している。
　高橋（2005）は，フラッグフットボールの教育的価
値について，次のようにまとめている。
・ 鬼遊びの延長のように楽しく感じながら，球技のだ
いご味が味わえる。
・ 作戦に基づいて役割分担がはっきりとする全員参加
型であり，集団的達成の喜びを共有できる。
・発達段階に応じて優しいゲームへと変化できる。
・ 技能的に優しいため，運動の能力に左右されずに，
男女共修で実施できる。
・ 技能的に優しいため，戦術的な学習課題に焦点を当
てることができる。
　中村・岩田ら（2003）は，フラッグフットボールの
教育的価値について，「バスケットボールやサッカー
などと同様に侵入型なのであるが，常に流動的な球技
全般と比較して明らかな相違がある」としたうえで，
その特徴を以下のように記している。
・各攻防が，一回ごとに区切られていること。
・ 作戦について，メンバー間の「共通理解」が重要に
なること。
・作戦についてのフィードバックが毎回できること。
・ ボール操作もさほど困難ではなく，自由に走り回る
ことができること。
　これらを踏まえて，あまり球技が得意ではないとい
う児童・生徒においても，チームにおける役割の遂
行，他のメンバーとの協力などの学習機会が保障さ
れやすく，ほかの球技で見受けられるような消極的な
かかわりあい方や孤立感のあるような態度ではなく，
チームの一員としての積極的な態度が涵養されるとし
ている。
　小畑ら（2007） は，「運動有能感」を構成している
3つの因子として，「身体的有能さの認知」（自分はで
きるという肯定的な認知），「統制感」（がんばればで
きるようになるという自信），「受容感」（みんなに受
け入れられているという自信）を挙げ，小学校3年生
におけるフラッグフットボールの授業実践において，
「運動有能感」が高められたことを示し，その要因と
して，「技能的にやさしいこと」「一人一人に役割があ
ること」「集団的達成感を得られること」が影響して
いると報告している。
　松元（2010）は，フラッグフットボールが学校体育
現場において教材としての特性が認められて普及して
きている現状を踏まえたうえで，その競技特性を明ら
かにするために，実際に行われたフラッグフットボー
ルの試合と，関東大学リーグのアメリカンフットボー
ルの試合における主な攻撃手段であるランニングプ
レーとパスプレーの出現頻度を調べ，ブロックのでき
ないフラッグフットボールでは，陣地獲得のために後
ろへパスしてランニングプレーをすることよりもフォ
ワードパスが多くなることを指摘するとともに，アメ
リカンフットボールではランニングプレーと考えられ
ている後ろへのパスやボールの手渡しについても，フ
ラッグフットボールではパスプレーと考えることがで
きると指摘し，フラッグフットボールもパスによる
ゴール型球技であると記している。そのうえで，ゴー
ル型として位置づけられているほかの球技（サッカー
やバスケットボールなど）と比較して，次のように指
摘している。
・ボール操作の技術は，パスをすること。
・走りながら，キャッチできるようになること。
・ボールを持ったら，自由に走り回ること。
　フラッグフットボールは，この3点を全員で理解
することで，「パスすることで，ボールを前に進め，
ゴールを目指す」侵入型スポーツであることに競技特
性が反映されているとしている。
　廣瀬（2005）は，学習指導要領にある球技種目につ
いて，そのゲーム構造から「突破型ゲーム」の特徴
を「最大防御境界面」を基準にして，「最大防御境界
面の前方」に層構造化されている種目（サッカー，ハ
ンドボール，バスケットボール）と「最大防御境界面
の後方」に層構造化されている種目（ラグビー，テニ
ス，バレーボール）とに分類している。そして，最終
的にゴールを守る「最大防御境界面の前方」型の球技
では，小学校高学年段階でもボールに密集することが
多くなり，役割やポジショニングなどの理解を深める
ためには時間を要することが多いこと，最終的にゴー
ルを決める技術も求められることを指摘している。そ
れに対して，「最大防御境界面の後方」型の球技のな
かでも，ラグビー（タグラグビー）やフラッグフット
ボール（前パスをしない）鬼ごっこ的な要素を含む種
目では，ボールの位置を基準に「最大防御境界面」が
227
わかりやすいこと，ゴールの方法がボールを持ち運ぶ
のみであることから，他の突破型ゲームと比べて容易
であることを指摘し，このような特徴を考慮したうえ
で小学校段階の球技種目を組み立てる必要性を示唆し
ている。
　 ま た，「～ ～型 ゲ ー ム 」 と い う 出 現 に つ い て，
Bunker and Thorpeらが示した，新たな球技の教育
的意義の影響があるとしている。そこではこれまでの
「ゲームパフォーマンス」を高めるためとして，球技
において重要視されていた「ボールを操作する」だけ
でなく，「ボールを持たない動き」に焦点をあてるこ
とが主張されている。その種目に関連付けられた動き
方を理解し，その課題解決のためにボール操作をする
ことにより，達成していくことを学習者に求めていく
ということである。これまでの「球技種目」を教える
という授業の考え方ではなく，その種目の「動き方」
や「ボール操作」を教える，覚える必要性について，
学習者と指導者が共通の理解を求められていることを
示している。例えば，サッカーで斜めに走ることが求
められること（オフサイドを避けるため）や，バス
ケットボールのスクリーンをする選手は動かないこと
（ルール上反則になる）などの「動き方」をその種目
ごとのルールを踏まえて理解し，ボール操作技術を学
び，ゲームに生かすことができるように創意工夫する
ことが求められていると主張している。
　フラッグフットボールの投動作については，これま
でにその運動技術の学習過程を追跡した事例的研究は
なく，教育的価値からの教材論として，全員参加型，
鬼遊びの延長としての簡易ゲーム，集団的達成感の養
成といったことがその中心となっているのである。
　そこで，本研究では，その中核技術としての楕円の
ボールの投動作（狙ったところに投げるスパイラルパ
ス）の技術学習について，小学４年生を対象とした授
業実践を実施した。
Ⅱ　 フラッグフットボールの投動作に主眼を置いた授
業実践
期間：10月中旬から12月中旬　全8回
対象者：第４学年児童（13名　男子６名　女子７名）
第１回　実技
１）不規則なバウンドに慣れる練習
　イレギュラーバウンドボールを用いて，いろいろな
方向に跳ねるボールに慣れる。
２）アメリカンフットボール（楕円のボール）に慣れ
る練習
・両端を持って，横回転で真上に投げて捕球する。
・逆回転の横回転で真上に投げる。
・ ボールの真ん中に手のひらを当てて，横回転で真上
にボールを投げて捕球する。
・利き腕で行った後には，逆の腕も行う。
・ 捕球の際に，両手で抱え込むようにするのではな
く，手のひらで捕球できるようにボールに集中す
る。また，片手での捕球にも挑戦する。
3）２人１組でキャッチボールをする練習
・ボーリングのように，アンダースローで投げる。
・ ボールの握り方を説明し，ボールの縦軸を意識して
投げてみる。
図１　ボールの握り方（横）
図２　ボールの握り方（前）
第２回　実技
１）楕円のボールに慣れる練習
・自分でボールを真上に上げて捕球する。
・足でボールをキックして，自分で捕球する。
２）２人１組で相手に届くように優しくボールを蹴っ
てパスをする練習
・ ボールを落とすときの角度や足の当て方などを説明
する。
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・ うまくスクリュー回転がかかるようにする。
3）２人１組でキャッチボールをする練習
・ ボールの握り方を説明する。
・ 山なりのボールを意識して，相手が捕りやすいボー
ルを投げる。
４）遠投の練習
・ 捕球することは無視して，助走をつけてボールを投
げてみる。
・ ボールをリリースする位置が，体から離れるように
指導する。
・ リリースポイントに体重を乗せていくように指導す
る。
・ 手のひらにボールの重さを感じて，その手のひらを
動かすことを意識させる。
・ 斜め上にボールを放り投げるように指導する。
第3回　実技
１）楕円のボールに慣れる練習
・自分でボールを真上に上げて捕球する。
・足でボールをキックして，自分で捕球する。
２）２人１組で相手に届くように優しくボールを蹴っ
てパスをする練習
・ ボールを落とすときの角度や足の当て方などを説明
する。
・うまくスクリュー回転がかかるようにする。
3）２人１組でキャッチボールをする練習
・ボールの握り方を繰り返し説明する。
・ 山なりのボールを意識して，捕りやすいボールを投
げる。
４）遠投の練習
・ 捕球することは無視して，助走をつけてボールを投
げてみる。
・ ボールをリリースする位置が，体から離れるように
指導する。
・斜め上にボールを放り投げるように指導する。
５）スナップパスの練習
・ ボールの先端を床に着けて，股間からボールを背中
方向にいる人へパスをする。
・ しっかりと回転をかけるために，どうすればいいの
かを考えながら練習をさせる。
・手のひらをどのように動かすのか意識させる。
第４回　実技
１）楕円のボールに慣れる練習
・ 自分でボールを真上に上げて捕球する。
・足でボールをキックして，自分で捕球する。
２）２人１組でキャッチボールをする練習
・ボールの握り方を繰り返し説明する。
・ 山なりのボールを意識して，捕りやすいボールを投
げる。
3）遠投の練習（ネットに向かって投げる）
・ 助走をつけてボールを投げてみる。
・ ボールをリリースする位置が，体から離れるように
指導する。
・リリースポイントに体重を乗せていく。
・斜め上にボールを放り投げるように指導する。
４）3人１組になり，スナップパスをキャッチしてか
らフォワードパスを投げる練習
・ スナップされたパスをキャッチして，素早く握りか
えて，パスをする練習をする。
・ スナップする人，パスを投げる人，キャッチする人
の役割を決めて，すべての役割を3人で交代して行
う。
第５回　実技
１）キャッチボール（遠投）
・勢いをつけてボールを投げる。
・低いボールは無理して捕らなくていい。
２）スナップパスから目標とするターゲットに山なり
のボールを投げる練習
・ コーンを目標にして，山なりでパスを投げること
で，優しく相手が捕りやすいボールを投げる練習を
する。
・ 直線的な速いボールを投げるのではないことを意識
させて練習をする。
第６回　実技
１）遠投の練習（ネットに向かって投げる）
・勢いをつけてボールを投げる。
２）走っている人にパスを投げる練習
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したらほぼ90度中に向かって方向を変えた
人にパスを投げる。
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したら180度引き返して振り返った人にパ
スを投げる。
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したら斜め後方に走る人にタイミングよく
パスを投げる。
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第７回　実技
１）遠投の練習（ネットに向かって投げる）
・勢いをつけてボールを投げる。
２）走っている人にパスを投げる練習
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したらほぼ90度中に向かって方向を変えた
人にパスを投げる。
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したら180度引き返して振り返った人にパ
スを投げる。
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したら斜め後方に走る人にタイミングよく
パスを投げる。
3）3人１組で，一人はパスの邪魔に入る練習
・攻撃と防御の基礎的な練習を含む。
・約束したコースに走りこんでパスを捕ること。
第8回　実技
１）遠投の練習（ネットに向かって投げる）
・勢いをつけてボールを投げる。
２）走っている人にパスを投げる練習
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したらほぼ90度中に向かって方向を変えた
人にパスを投げる。
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したら180度引き返して振り返った人にパ
スを投げる。
・ ２人１組で５メートル離れてスタートして，５メー
トル直進したら斜め後方に走る人にタイミングよく
パスを投げる。
・ キャッチする人が走りながらキャッチできるよう
に，タイミングを合わせる練習をする。
3）3人１組で，一人はパスの邪魔に入る練習
・タイミングを合わせること。
・相手に奪われないように考えてパスをすること。
Ⅲ　結果
　今回の実践において重要視した，スパイラル回転の
かかったパスが投げられることを目指した今回の指導
におけるポイントを以下に示す。
・ ボールを握った時に，楕円ボールの長軸と投げる方
向をしっかりと合わせること。
・ 手のひらの向いている方向を意識して，自分の方か
ら相手に向けるように手のひらを動かすこと。
・指先からボールが離れていくようにすること。
・ ボールの重さを感じるために，リリースポイントを
できるだけ前方にすること。
今回の授業実践の授業終了後に，担任の先生を通し
て，次のような項目に関する感想文を記述してもらっ
た。
　13名の児童に対する8回の実技で，投動作に関する
感想からは，おおむねうまくできるようになったとの
記述があり，授業実践の目的に沿うものであった。
　先に記した先行研究のように，鬼ごっこの要素を含
んだランニングプレーを中心に組み立てているプログ
ラムが多いなかで，楕円のボールを上手に投げるよう
になること，うまくいかない運動ができるようになる
ことを課題とした授業展開もまた，可能となる教材で
あるといえるだろう。
資料１　感想文１
230
資料２　感想文２
Ⅳ　考察
　投動作について，文化人類学者の今村（1953）は，
「目的を持った正しい投こそ，原始人の芸術であり，
身体修練の領域において人間と動物とを根本的に区別
するものである。」として，人類の歴史とともに，投
動作が継承されていること，また，人間にとって固有
の大切な運動技術であることを強調している。「投動
作」は簡単にひとくくりにできるものではなく，投げ
るものの種類，目的，投げ方，それぞれに対応した動
作を人間は行うことができる。単一な動き方にとどま
る動物の運動と，どこまでも限りない分化発展を秘め
ている未完成な人間の運動の差異を特徴的に示してい
るといえよう。
　「投げる」の定義として，角田（1978）は，「手に
持っている物体に，持っている手によって速度を与え
て空中に放す動作を投という」とした。そのためには
まず物体を持ち（ここではアメリカンフットボール），
それをちょうど良いタイミングで放さなければならな
いことになる。言葉で表現するとそれほど難しくな
いことに思われるが，この動作を安定して行うには，
様々な困難が生じるのであり，本稿では，特徴的に現
れた問題を示し，その解決を模索していく。
１　上腕が回外する投げ方
　キャッチボールにおいて，学習者は指先からボール
が離れていくことを意識しすぎ，腕が回外の状態に
なっている投げ方である。フォロースルーでは，手の
ひらが学習者を向いている状況である。右投げであれ
ば目標よりも左側に飛びやすくなる。投げることにな
れていない女子児童よりも，力に頼る男子児童に多く
見受けられる。手のひらの向きを意識し，タイミング
よく回内する練習を繰り返した。
　アメリカンフットボールのボールは，楕円形である
ため他の球技のボールに比べて不安定であり，更にそ
のボールの方向を強く意識した動きが腕の回外動作に
なったと考えられる。
２　ボールを横にこするだけの投げ方
　キャッチボールにおいて，手のひらの向きに動きが
なく，リリースの際にボールの横を人差し指と中指で
こするだけの投げ方である。ボールの重さを感じ取る
ことが難しいと考えられる。学習者の動作は，腕を上
から降ろしている途中でボールを放しているようで
あった。そのため，手のひらがパスする相手に向いて
いくような練習をした。
３　ボールの長軸を意識しすぎた投げ方
　リリースポイントが頭の付近にあり，ボール投げと
いうよりも，優しく手とボールが離れていくだけの投
げ方である。ボールは，ほとんど回転しない。さら
に，ボールの後ろ側だけに力が加わり長軸が安定しな
くなる。手のひらでボールの重さを感じ取ることがで
きない。そこで，ボールに推進力を与えるためにリ
リースポイントを前にすることなどの練習を繰り返し
た。
４　投動作と同じ側の脚を踏み出す投げ方
　投動作の発達段階のカテゴリーによると，かなり低
いレベルで獲得される投げ方である。
　宮丸（1980）は，１歳から６歳の子供の投動作を映
画撮影し，子供の投げ動作を６パターンにまとめた。
幼児期の投げ動作は，上肢の動きだけによる動作範囲
の小さな段階から，年齢の増加にあわせて，脚や体幹
部といった大きな体節が投動作に関与する方向で発達
することを明らかにしている。今回の授業において，
踏み出した脚に倒れ込むようにしてボールに体重を乗
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せる動きや，踏み出した脚の力を利用する動きを取り
入れることによりボールに力が加えられるようになっ
たようである。甲野（2003）は，身体を捻らない動き
こそ自然な動きであるとして，古武術の動きを現在の
スポーツ動作に応用し，不安定であることや倒れ込む
重力を利用することを指摘している。まさにこの動作
が，上体は捻られず，体を前に倒す力を利用している
と考えられる。また，踏み出した脚の力を利用すると
いうことは，投げる側の足を使って投動作をしている
ことになる。この動作は，テニスのサービスでラケッ
ト側の脚の力も利用し，打ち終わったときに前に出て
いるプレイヤーのラケット側の脚や，プロ野球の投手
の投球後に大きく前に振り出される投げた側の脚にも
通じると考えられる。発達段階では低いレベルと位置
づけられていた投動作と同じ側の脚を踏み出す投げ方
は，合理的で正しいとされる投動作への単なる通過点
ではないと考えられる。
　特徴的な問題としてあげられた，上腕が回外する投
げ方，ボールを横にこするだけの投げ方，ボールの長
軸を意識しすぎた投げ方においては，その中心的問題
は手のひらの向きと関係していた。手のひらを回内す
ることにより，飛んでいくボールの方向とその手のひ
らの関係を微調整し，リリースポイントを身体から離
すことにより，手のひらの押し込みとボールの長軸の
ぶれを微調整していくことに楕円のボールの投動作の
重要なポイントがあると考えられる。
　また，投動作と同じ側の脚を踏み出す投げ方におい
ては，これまででは合理的な運動からすると低い段階
で，単なる発達段階における通過点だと思われていた
動作に，ボールに推進力を与える上で重要な体重移動
の要素が含まれていることが認識された。
Ⅴ　まとめ
　投動作に関する様々な研究は，陸上競技の投擲競技
のように「遠くに投げる」ための加速や角度など，ま
た，野球の投手に代表される球技においては，ボール
またはパスの「速度を上げる」ためとボールまたは
シュートの「コントロールを改善する」ための要素な
どを科学的に分析し，理に適ったフォームの探求やそ
の発達過程に関するものが中心であり，フラッグフッ
トボールに関する多くの実践的な研究は，主に学習プ
ログラムの作成と球技における教材としての特徴に関
するものであった。
　本研究では，楕円の形をしているアメリカンフット
ボールを安定して投げること，相手が捕球しやすい山
なりのボールを安定して投げることを目的として，そ
のための練習を実践的に示し，次のことを明らかにし
た。
・ アメリカンフットボールを山なりで安定して投げる
ためには，投げだす角度とボールの長軸を意識して
練習する必要があること。
・ アメリカンフットボールを投げることが，他の球型
のボールを投げることでは意識することのできない
身体感覚の獲得の手掛かりとなり得ること。
・ 発達段階では低いレベルと位置づけられていた投動
作と同じ側の脚を踏み出す投げ方は，合理的で正し
いとされる投動作への単なる通過点ではなく，リ
リースポイントに体重を乗せていくという重要な技
能を内包しているということ。
　安定してアメリカンフットボールを投げられるよう
になることは，教育的価値で繰り返し述べられていた
ように，役割分担が明確であるフラッグフットボール
において，中心的な役割となるQB（パスを投げる人）
を担えることを意味する。グルーペ（2004）によれ
ば，スポーツの教育的な役割は，すべてのメンバーに
課題を設定し，スポーツにおける要求に自分自身で立
ち向かい，自ら試み，学び，規則を守り，他者ととも
に公正にやり取りするという機会を与えることである
という。中心的な役割を全員ができる可能性のあるフ
ラッグフットボールは，上手な人が中心となりやすい
球技種目の中で，新たな位置づけが期待されるといえ
る。
　今後も，様々なアプローチからフラッグフットボー
ルの指導方法は改善され，多くの指導実践報告がなさ
れていくものと思われる。
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